






































































































































































































































項 目 ごとに 5 ：よくできた～ 1 ：全 くできな
かった、の 5 段階リッカート方式で採点した。
学生には教員と同様の16項目を、 5 ：よくでき





























































































































達 成 感・ 自 己 学 習 時 間 の 関 連 は、Mann-

















最小値 最大値 平均値 標準偏差 ｐ値 多重比較
教員評価 8 40 24.25 7.27
学生評価 8 39 27.09 7.01




























有 意 差 はみられなかった（p=0.160）（表 3 ）。
表3.　個別指導の有無とアセスメントの平均点
人数 平均値 標準偏差 ｐ値
教員評価 個別指導なし 56 27.3 5.5
個別指導あり 20 15.9 4.6
自己評価 個別指導なし 56 28.9 6.2
個別指導あり 20 22 6.6
試験 個別指導なし 56 24.9 6.2







人数 平均値 標準偏差 最小値 最大値 p値
低群 10 11.90 2.64 8 15
中低群 23 20.00 1.71 17 23
中高群 28 26.79 2.04 24 30




表 4 　教員評価 4 群の平均点
表 5 　教員評価 4 群別の試験の平均点の比較表5.　教員評価4群別の試験の平均点の比較
人数 平均値 標準偏差 最小値 最大値 p値
低群 10 24.5 8.48 12 37
中低群 23 22.09 5.86 8 33
中高群 28 25.61 6.72 11 36



































5 ）教員評価 4 群と試験の関連



























表 6 　教員評価 4 群と個別指導の人数表6．教員評価４群と個別指導の人数
個別指導なし(人） 個別指導あり（人） 合計（人）
低群 6 14 20
中群 12 6 18
中高群 23 0 23
高群 15 0 15
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